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要旨

ファッションを学んで、いる女子学生を対象に意識・行動に関してアンケート調査を行い分析した

結果、名古屋、京阪神、九州の3地域には地域性があることが明らかとなった。

1）一か月のこづかいは、名古屋、京阪神では約4万円であるが、九州では約2万5千円である。被

服費として名古屋、大阪で約半額の2万円、九州では約1万円支出している。

2）定期購読ファッション雑誌では、名古屋はギャル系ファッション志向が強い。京阪神、九州は元

祖赤文字系、ストリート、モード系の各志向の雑誌が読まれている。九州での1位はヤングベー

シック系non-noである。名古屋、九州での憧れの女性有名人第1｛立はギャル系の象徴である浜崎

あゆみであるが、九州ではTOPlOには入っていない。

3）好きなへアースタイルでは名古屋がボリュームのあるゴージャスなスタイルの割合が高い

（キーワード 生活状況.Life style，ファッシヨン雑誌.Fashion Magazin巴）

1. 研究目的

現在のファッション業界においては、大手百貨

同士の合併、 GMSの業績不振、スウェーデンの

SPAであるH&Mの日本進出など、ファッション

環境は激変している。変革の原因は産業内の変化

に起因する部分もあるが、購買者である消費者の

価値観・意識・行動の変化による部分が大きなウ

エイトを占めると考えられる。研究会を構成する

消費者研究グループは、これまで女子学生の意

識・行動ヘジュニア、新人類、団塊、戦前など

の世代間のファッション意識や行動九中・高年

代女性のライフスタイル3）、団塊の世代4）につい

＊名古屋文化短期大学

料尚綱大学短期大学部

＊＊＊阪南大学

て研究を行ってきた。また、所属するリテール研

究グループは、次世代型ショップのマーチャンダ

イジング研究九団塊世代のメンズショップ構想、6)

など小売業態について研究を行ってきた。小売業

のグローパル化が進み、パラダイムの変革を求め

られている状況においても、ファッションの中心

は女性ヤングであると考えられる。将来ファッシ

ヨン業界への就職を目指して学んでいる女子学生

のファッション意識・行動を調査することは小売

業のマーケテイング分野では重要で、あると考え

る。調査対象の女子学生は、 80年代後半に生ま

れた人たちである。 1990年代前半、システムMD

で運営されたSPA型専門店時代、 1990年後半、

テイストを重視したセレクト型専門店時代7）を経

験している世代である。

消費財メーカーのマーケティングはマクロタイ
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プで広域的エリアであるが、小売業はマイクロマ

ーケテイングタイプで狭域的エリアである。今回

の調査研究は、最もファッションに関心がある女

子学生の意識・行動に関して、共同研究の利点を

生かし、名古屋、京阪神、九州の地域間での差異

を明らかにすることを目的とした。

2. 研究方法

2-1，調査方法

2008年6月から7月にかけて、名古屋、大阪・

神戸・京都（以後京阪神と記す）、福岡・熊本（以

後九州と記す）のファッション系大学、短期大学、

専門学校の学生564人を対象に、配票調査法によ

る質問紙調査を実施した。地域の内訳は名古屋

213人、京阪神239人、九州112人である。

2-2.分析方法

質問項目は、所属・住所などの基本属性、希望

職種、生活状況、雑誌、ファッション意識、ファ

ッション晴好など27項目である。収入・支出状況、

よく行く商業施設、好きなミュージシャン、憧れ

の有名人に関しては自由記述で、他の質問項目は

回答選択肢から選択する方法をとり、名古屋、京

阪神、九州の3地区での分析を試みた。なお、好

きなファッションイメージ17項目については、

意識の構造および差異を明らかにするために5段

階評定尺度（全くそうだ、まあそうだ、どちらで

もない、あまりそうではない、全くそうではない）

に対してそれぞれ5～ l点を与えた。

集計は、各質問項目ごとに単純集計とクロス集

計を行った。ファッションイメージに関する5段

階評定尺度17項目については、地域における平

均値の差の検定を行った。

3. 分析結果
3-1 希望職種

表1は、将来希望する職種を示したものである。

調査対象校のコースや専攻など、地域により違い

がみられる。最も希望が多い職種は、販売職29.3

% (165人）で、京阪神では、 34.7%(83人）と

最も多く、九州では41.1% (46人）と非常に多い。

58 

次いで、服飾系専門職としてのデザ、イナー・パター

ンナーも 19.7%(111人）であり、京阪神では

24.7% (59人）と高い割合を示している。名古屋

の希望職種の第1位は美容部員24.4%(52人）で、

次いで販売職16.9%(36人）であり、ネイリス

トという職業も 20人いる。理由として、調査対

象の短期大学にメイクとネイルのコースがあるか

らである。今回の対象女子学生がファッション系

の職業を志向していることが本結果から明らかに

なった。

表1 希望職種
（単位入）

職種 名古屋 京阪神 九州 合計

デザイナー 29 50 8 87 

Itターンナー 14 9 24 

販売職 36 83 46 165 

，，.イヤー 8 11 6 25 

MD 7 13 。 20 
スタイリスト 9 19 7 35 

営業 3 2 6 

ソーインクスタッフ 2 4 9 15 

美容部員 52 9 。 61 
ネイリスト 20 。 21 
ブライダル 6 12 。 18 
その他 29 25 33 87 

合計 213 239 112 564 

3-2.生活状況

3-2-1.収入・支出状況

家計における収支が都市階級・地方などにより

地域差があることは報告されている。 8）一か月の

こづかい（アルバイト収入も含む）は、 3地域平

均35,907円である。名古屋38,944円、京阪神

37,899円と4万円弱で、ほぼ同じ金額であった。

九州では、 24,267円と名古屋、京阪神に比べて約

14,000円ほど低い金額である。収入の多くをアル

バイトで得ていると思われ、全国4エリア高校

生・大学生のアルバイト実態比較9）結果、関西圏

3.2万、中部圏3.6万、福岡県2.7万と同じ傾向を

示している。

一か月の被服費は、 3地域平均17,813円とこづ
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かいのほぼ半額である。名古屋19,627円、京阪

神19,709円と約2万円で、こづかいの約半分を被

服費として支出している。九州は10,267円と名

古屋、京阪神に比べて、支出割合も42.3%と低く、

金額的には約l万円ほど低い。

3-2-2開ファッション情報源

表2はファッション情報源を示したものであ

る。 3地域合計として、ファッション専門雑誌が

圧倒的に多く 64.2%(362人）で、次いで売り場

の商品陳列8.7%(49人）、街を歩いている人の

服装8.3%(47人）、新聞や雑誌の記事6.2%(35人）

である。名古屋、京阪神、九州においても、第l

位はファッション専門誌で、それぞれ65.7%(140 

人）、 65.7%(157人）、 58.0% (65人）であり、

九州が2地域より低い割合である。名古屋、京阪

神は3地域合計とほぼ同じ傾向であるが、九州で

の第2位は街を歩いている人の服装12.5% (14 

人）、第3位売り場の商品陳列10.7%(12人）と

名古屋、京阪神に比べて高い割合を示す。 1997

年の調査！）でも約7割が雑誌であり、次いで店頭

陳列（11.0%）で、学校種別による差は特にみら

れなかった。ファッション専門雑誌が、ファッシ

ヨン情報に関して相変わらず大きな影響を与えて

いることが明らかとなった。

表2 ファッション情報源
（単位 %） 

名古屋 京阪神 九州 合計

ファッション専門雑誌 65.7 65.7 58.0 64目2
売り場の商品陳列 8.0 8.4 10.7 8.7 

街を歩いている人の服装 6.6 7.9 12.5 8.3 

新聞や雑誌の記事 8.5 5.0 4.5 6.2 

歌手や安レン卜の服装 1.4 5.0 4.5 3.5 

テレビのファyション’情幸盟 0.9 2.1 3.6 2.0 

店員のアドバイス 1.4 1.7 0.9 1.4 

友人・知人の服装 0.9 0.8 2.7 1.2 

広告・チラシ・ダイレクトメール 0.5 。 。。 0.2 

そのイ也 1.4 1.7 0.9 1.4 

未記入 4.7 1.7 1.8 2.8 

合計 100.0 100.0 100.0 100目。

3-2-3.服の購入時選択理由

服の購入時選択理由を示したのが図lである。

3地域合計の第1位はデザインで87.4%、第2位

は価格69.9%、第3位色・柄56.9%、以下ブラン

ド21.3%、サイズ19.5%、組み合わせ13.7%、体

型9.2%、素材9.0%、フィット感3.5%、機能性

2.7%、TP02.l%の順である。九州において、ブ

ランドは名古屋24.9%、京阪神23.0%に比べ10.7

%と低い割合となっている。またサイズにおいて

は、名古屋16.4%、京阪神19.7%に対して25.0%

と高い割合を示している。

3-2-4.最近の関心事

表3は最近の関心事を示したものである。 3地

域合計では、第1位ファッシヨン62.1% (350人）、

第2位美容37.2% (210人）、第3位ダイエット

25.7% (145人）で、以下恋愛24.6% (139人）、

アルバイト 23.2%(131人）、旅行17.0%(96人）、

表3 最近の関心事
（単位 %） 

順位 内
円骨与、
名古屋 京阪神 九州 合計

ファッション 62.0 65.7 54.5 62.1 

2 美容 43.2 37.2 25.9 37.2 

3 タイエット 26.3 26.8 22.3 25.7 

4 恋愛 23.9 25.9 23.2 24.6 

5 アルバイト 19.7 25.1 25.9 23.2 

6 旅行 16.9 13.8 24.1 17.0 

7 インテリ7 13.6 16.3 17.0 15.4 

8 映画 15.0 10.9 17.0 13.7 

9 インターネット 12.7 13.4 11.6 12.8 

10 携帯電話 11.3 10.9 9.8 10.8 

11 車・ドライブ 11.3 10.0 8.0 10.1 

12 料理 13.1 7.5 8.9 9.9 

13 資格取得 5.2 5.9 11.6 6.7 

14 健康管理 6.6 4.2 7.1 5.7 

15 通信販売 2.3 3.3 10.7 4.4 

16 スポツ 2.8 4.6 4.5 3.9 

17 アウトドアレジャ 1.9 2.5 3.6 2.5 

18 英会話 1.9 2.5 1β 2.1 

19 お茶・お花 1.4 1.3 0.9 1.2 

20 そのイ也 5.2 7.5 4.5 6目。

Q
d
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デザイン

価格

サイス

組み合わせ

体型

素材

フィッ卜感

機能性

TPO 

その他

単位 % 
弱盟理

87.4 

図1 服の購入時選択理由

インテリア15.4% (87人）、映画13.7% (77人）、

インターネット 12.8% (72人）、携帯電話10.8%

(61人）がTOPIOである。上位4項目は、多くの

ファッション雑誌掲載内容と一致している。

地域別にみると、九州が名古屋、京阪神と異な

る傾向を示している。すなわち、ファッションに

関しては2地域と同じく 1位であるが、名古屋

62.0%、京阪神65.7%に比べ、 54.5%と低い割合

である。第2位の美容でも名古屋43.2%、京阪神

37.2%に比べて25.9%と低い割合を示す。反対に

旅行は、 3地域合計が17.0%であるが、 24.1%と

高い割合となっている。

3-2-5.理想のインテリア

表4は理想、のインテリアのキーワードを示した

ものである。 3地域合計として第1位おしゃれ

63.8%、第2位快適55.1%、第3位清潔38.3%で、

以下実用性、温かみがある29.4%、楽しい28.0%

の順である。地域別にみると、上位3位までは3

地域とも同じ順位であるが、おしゃれが京阪神で

4.8%高く、逆に九州では8.5%も低い。また、九

州は、 3地域合計に比べて、快適では6.0%低いが、

逆に清潔で、は5.5%、健康的7.2%高い割合となっ

ている。

表4 理想のインテリアのキーワード
（単位 %） 

キワード 名古屋 京阪神 九州 合計

おしゃれ 62.9 68.6 55.4 63.8 

快適 56.3 56.9 49.1 55.1 

清潔 37.6 36.4 43.8 38.3 

実用的 31.5 27.2 30.4 29.4 

i温かみがある 27.2 29.7 33.0 29.4 

楽しい 23.5 31.0 30.4 28.0 

美しい 17.8 18.8 14.3 17.6 

ゴージャス 14.1 10.5 12.5 12.2 

健康的 6.1 2目9 13.4 6.2 

知的 4.7 5.4 4.5 5.0 

その他 7.5 7.9 4.5 7.1 

3-2-6.音楽

音楽はよく聴きますかっとの問いに対して、

90.8% (512人）の学生が「はいJと答えている。
主に通学時、電車の中、家や自分部屋、暇な時な

どに、よく音楽を聴いている。常にという答えも

多く、学生にとって音楽は生活の一部と考えられ

る。そこで、好きなミュージシャンを上位3名記

-60 -
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表5 好きなミュージシャンTOP10 

3地域合計 名古屋

順位 名 目IJ 順位 名 目IJ

EXILE 15.2 EXILE 17.3 

加藤ミリヤ 15.2 加藤ミリヤ 17.3 

3 浜崎あゆみ 14.4 3 浜崎あゆみ 15.6 

4 倖由来宋 8.7 4 倖由来未 10.8 

5 aiko 7.8 5 安室奈美恵 8.7 

5 YUKI 7.8 6 YUKI 4.8 

7 安室奈美恵 7.1 7 RADWIMPS 4.3 

8 RADWIMPS 5.7 7 HY 4.3 

9 GReeeeN 3.9 9 aiko 3.5 

10 HY 3.7 9 GRe巴eeN 3.5 

10 椎名林檎 3.7 

入してもらったところ、国内、海外を含め3地域

合計で387人（個人、グループ）のミュージシャ

ンの名前が挙げられた。地域別にみると、名古屋

190人、京阪神225人、九州135人である。音楽

業界には地域に密着したインディーズという言葉

があるが、地域単独として名前を挙げられたのは、

名古屋45.2% (86人）、京阪神45.7% (103人）、

九州40.7% (55人）である。

表5は好きなミュージシャンの名前TOPIOであ

る。 3地域合計では、第l位EXILEと加藤ミリヤ

で15.2%、第3位浜崎あゆみ（14.4%）、第4位倖

田来未（8.7%）、第5位はaikoとYUKIで7.8%で

ある。以下、安室奈美恵（7.1% ）、RADWIMPS (5. 7 

%）、 GReeeeN (3.9 % ）、 HYと椎名林檎（3.7%)

の順である。上位6名は、名古屋、京阪神、九州

においてもTOPIOに入っており、好きなミュー

ジシャン上位においては地域間格差はあまりない

といえる。

3-2-7圃通信販売

無店舗販売である通信・カタログ販売は販売総

売上中2.3%を占めており、婦人衣料品が40.9%

を占めている。 10）前回の調査l)では、通信販売で

の購入は3割程度であった。ファッション商品の

通信販売を利用して服を購入したことがある人

は、 3地域合計で44.9% (253人）である。地域

61 

（単位 %） 

京阪神 九州

順位 名 日IJ 順位 名 前

加藤ミリヤ 16.3 aiko 13.4 

2 EXILE 15.9 2 浜崎あゆみ 9.8 

3 浜崎あゆみ 14.2 3 YUKI 8司O

4 YUKI 10.0 3 倖由来未 8.0 

5 aiko 8.8 5 EXILE 7.1 

6 RADWIMPS 7.1 6 加藤ミリヤ 6.3 

7 倖由来未 6.3 6 GRe巴eeN 6.3 

8 安室奈美恵 6.3 6 絢香 6.3 

9 コブク口 5.4 9 椎名林檎 5.4 

10 BUMP OF CHICKEN 5.0 9 Superfly 5.4 

9 HY 5.4 

別にみると、名古屋47.9% (102人）、京阪神45.6

% (109人）、九州37.5% (42人）の順である。

表6は利用したことがある通信販売会社名であ

る。 3地域合計では、ニッセンが30.0% (76人）、

セシール20.9%(55人）、フェリシモ8.3%(21人）

の順である。名古屋ではセシールが24.5%(25名）

で第1位、ニッセン18.6% (19人）が第2位と3

地域合計と異なる傾向を示している。

表6 服購入で利用したことのある通信販売会社名
（単位人）

通信販売会社名 名古屋 京阪神 九州 合計

ニッセン 19 44 13 76 

セシール 25 18 12 55 

フ工リシモ 7 11 3 21 

千趣会 5 4 2 11 

ムトウ 5 2 8 

イマジュ 2 2 4 

ベルーナ 3 

そのイ也 24 20 9 53 

未記入 18 4 22 

合計 102 109 42 253 

3-2-8. 服のインターネット購入

日本のブログ登録者が1200万と 10人に1人が

ブログで情報発信するまでになった。商品購入時

にウェブサイトを参考にするのは衣料品では12.4
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%とパソコン・周辺機器（55.6%）やホテル・旅

館・リゾート施設（40.0%）に比べかなり低い0 11) 

インターネットを利用して服を購入したことがあ

る学生は、名古屋25.3%(54人）、京阪神25.5%(61 

人）、九州21.4% (24人）で、 3地域合計では

24.6% (139人）という結果であった。今の学生

にとってインターネットは最も便利な情報ツール

であり、今後はより一層増えると予想される。

3-3.定期購読雑誌

ファッション業界では、広告メディアを多面的

に展開することは少なく、現状は雑誌メディアが

主体となっている。 32 2のファッション情幸良源

としてファッション専門雑誌が64.2%と圧倒的に

多く、他の業界に比べ雑誌メディアの存在は大き

く、最も効果的なものだととらえている。 12)

表7は定期購読されている雑誌を示したもので

あり、網掛はギャル系雑誌である。 3地域合計で

は82誌が定期購読されており、割合が10%以上

が4誌で第I位はViVi(18.1 %）、第2位PS(13.7 

%）、第3位Zipper(11.0%）、第4位BLENDA(10.8 

%）である。 5%以上10%未満が14誌で、 5%未

満が64誌である。 ViViがギャル系ファッション

の方向性にシフトしていることを考慮すると、ス

トリート系（PS、Zipper）、ギャル系（ViVi、

BLEND A）各2誌が上位を占めていると言える。

今回の調査で、ヤングファッシヨンの大きな志向

が2つのテイストであることが明らかとなった。

地域別にみると、名古屋では10%以上が4誌、

第1位がViVi(19.2%）、第2位BLENDA(18.8%）、

第3位Popteen(11.7%）、第4位小悪魔ageha(11.3 

%）である。 5%以上10%未満が15誌、 5%未満

が36誌、合計55誌である。名古屋では、 Zipper、

PS以外は全てギャル系雑誌であり、ギャル系フ

ァッションが強いことがわかる。

京阪神では、 10%以上が5誌で第1位がViVi 

(19.2%）、第2位PS(17.2%）、第3位Zipper(12.1 

%）、第4位装苑（11.3%）、第5位girl’sstyle (10.0 

%）である。 5%以上10%未満が14誌で、 5%未

満が50誌、合計69誌である。モード系（装苑）

を含んで各テイストの雑誌が定期購読されている

九州では、 10%以上が5誌で第1位がヤングベ

ーシュク系のnon-no(18.8%）であり、第2位PS

とSoup(16.1 %）、第4位ViVi(13.4 %）、第5位

Zipper (11.6%）である。 5%以上10%未満が11

誌で、 5%未満が31誌で合計47誌である。

総合でI位、各地域でも 10%以上で定期購読さ

れている雑誌は、 ViViだけである。 2008年の6月

25日調査では、爆発的に売れ行きを誇ってきた

Can Camが6位で、ViViが2位で、あった。 13）また近々

の調査では、 ViViは常にベスト 10位までに入っ

ている 014）今回の調査結果を踏まえると、 ViViは、

表7 定期購読雑誌
（単位 %） 

3地域合計 名古屋 京阪神 九州

順位 名 目リ 順位 名 目lj 順位 名 目IJ 順位 名 目リ

Vi Vi 18.1 Vi Vi 19.2 ViVi 19.2 non-no 18.8 

2 PS 13.7 2 BLEND A 18.8 2 PS 17.2 2 PS 16.1 

3 Zipper 11.0 3 Pop teen 11.7 3 Zipper 12.1 2 Soup 16.1 

4 日LENDA 10.8 4 小悪魔ageha 11.3 4 装苑 11.3 4 Vi Vi 13.4 

5 non-no 9.8 5 egg 9.4 5 girl’s style 10.0 5 Zipper 11.6 

6 Soup 9.4 5 JELLY 9.4 6 Soup 9.6 6 れ円ina 8町9

7 装苑 9.2 5 Zipper 9.4 7 Popteen 8目4 7 JILLE 8目。

8 Pop teen 9.0 5 nuts 9.4 7 non-no 8.4 7 spring 8.0 

9 小慈魔呂伊ha 8”5 9 PS 8.5 9 Scawaii! 7.1 9 装苑 7.1 

10 nuts 6.6 9 Ranzuki 8.5 10 小悪魔ageha 6.7 9 小悪魔ageha 7.1 

9 PINKY 7.1 
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わかる。

3-4-2.好きな．ヘアースタイル

表8は好きなへアースタイルを示したものであ

る。 3地域合計では、やさしくカールしているス

タイルが32.3%(182人）と第1位で、約1/3の学

生が好きであると答えている。第2位のカジュア

ルで手入れの楽なスタイルが22.2% (125人）、

第3位ボリュームのあるゴージャスなスタイル

11.0% (62人）、上位3スタイルで約2/3の割合を

占めている。

地域別にみると、九州ではカジ、ユアルで手入れ

の楽なスタイルが3地域合計に比べて5.5%高く、

反対に名古屋は5.3%低い割合を示す。一方、ボ

リュームのあるゴージャスなスタイルは、京阪神

が7目9%、九州が6.3%であるのに名古屋は16.9%

と高い割合である。名古屋では2004年に名古屋

安定した支持を保っていると言える。

3-4. ファッション日書好

3-4-1.好きなファッションイメージ

図2は5段階の評定尺度（全くそうだ、まあそ

うだ、どちらでもない、あまりそうではない、全

くそうではない）に対して5～1点を与え、好き

なファッションイメージの各項目に対する各地域

の評定平均値を示したものである。地域における

平均値の差の検定の結果において有意差はみられ

なかった。地域別に平均値でみると、名古屋は、

フェミニンな（女性らしい）、洗練され（都会的）、

ふんわりとし、日新しく、派手なイメージが好き

である。京阪神は、洗練され（都会的）、ふんわ

りとし、個性的で目新しいイメージが好きである。

九州はふんわりとし、個性的で、ナチュラルであ

まりセクシーでないイメージが好きであることが

全
く
そ
っ
で
は
な
L、
活発な

あ
ま
り
そ
う
で
は
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

ま
あ
そ
う
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図2 好きなファッションイメージ
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表8 好きなヘアースタイル
（単位 %） 

通信販売会社名 名古屋 京阪神 九州 合計

やさしくカールしているス女イル 36.2 30.5 28目6 32.3 

カジュアルで手入れが楽fJスヲイル 16.9 24.3 27.7 22目2

ボリュームのあるゴジャスなスヲイル 16.9 7.9 6.3 11.0 

ごく自然なままの飾らないラフなス空イル 8.9 10.0 7.1 9.0 

さらさで手入れが行き届いたス女イル 8.5 7.1 11.6 8.5 

個性的なアバンギャルドなス女イル 6目6 9.2 7.1 7.8 

シンプルできちんとしたスタイル 4.7 3.8 3.6 4.1 

シャープで大胆なスタイル 。。 2.1 3.6 1.6 

そのイ也 1.4 4.6 4目5 3.4 

嬢という言葉が流行ったことがあり、その代表的

スタイルのなかで、名古屋捲きというへアースタ

イルが現在も存続していると考えられる。

3-4-3.憧れの有名人（タレン卜）

憧れの有名人（タレント）を向性（女性）と異

性（男性）で各一人記入してもらった。女性（国

内.i毎外）は、 3地域合計では126人である。地
域別では、名古屋65人、京阪神85人、九州52人

である。男性（国内・海外）は3地域合計170人で、

い人数となっており、見方が厳しいと思われる。

また、 3地域において、その地域のみで名前が挙

がっているのは、名古屋で女性16人、男性29人、

京阪神ではそれぞれ33人、 48人、九州では15人、

26人である。

女性憧れのタレント TOPlOを示したのが表9-1

でギャル系雑誌に登場する有名人は網掛で示して

いる。ギャル系雑誌で最も象徴的な浜崎あゆみは、

名古屋第1位（6.1%）、京阪神第1位（5.0%）で

あるが、九州ではTOPlOには入っていない。こ

れは定期購読雑誌の結果と一致しており、人数に

おいても、名古屋6人、京阪神3名、九州、13名と

同じ傾向を示している。第2位は宮崎あおい（3.9

%）で、名古屋（3.3%）、京阪神（4.2%）、九州（4,5

%）でも第2位と平均化しており、 NHK大河ドラ

マ篤姫の影響が大きいと考えられる。第3位は

YOU (3.7%）で3地域でも TOPlOには入ってい

るが、九州では5.4%と第1位である。第4位は安

室奈美恵（3.4%）で名古屋3.3%、京阪神3.8%、

九州、12.7%である。以下土屋アンナ（2.3%）、香

里奈と中川湖子（2.1%）、梨花（2.0%）、上野樹里、

蒼井優、中島美嘉、椎名林檎、木村カエラ（1.8%)

地域別では名古屋80人、京阪神101人、九州56 である。

人である。同性である女性の方が男性よりも少な 男性憧れのタレント TOPlOを示したのが表92

表9-1 憧れの女性有名人（タレント）
（単位 %） 

3地域合計 名古屋 京阪神 九州

順位 名 円lj 順位 名 日リ 順位 名 前 順位 名 目リ

1 浜崎あゆみ 4.8 浜崎あゆみ 6.1 浜崎あゆみ 5.0 YOU 5.4 

2 宮崎あおい 3.9 2 宮崎あおい 3町3 2 宮崎あおい 4.2 2 宮崎あおい 4.5 

3 YOU 3.7 2 安室奈美恵 3.3 2 YOU 4.2 2 AIKO 4.5 

4 安室奈美恵 3.4 2 中川河1子 3.3 4 安室奈美恵 3.8 4 香製苦言 3.6 

5 土屋アンナ 2.3 5 香里奈 2.8 5 土屋アンナ 3.3 4 スザンヌ 3.6 

6 香箆奈 2.1 6 YOU 2.3 5 中島美嘉 3.3 6 安蜜奈美恵 2.7 

6 中川均子 2.1 6 f幸田来宋 2.3 7 梨花 2.9 6 土屋アンナ 2.7 

8 梨花 2.0 8 上野樹里 1.9 8 上野樹里 2.5 6 蒼井優 2.7 

9 上野樹里 1.8 8 木村カエラ 1.9 9 木村力工ラ 2.1 6 椎名林檎 2.7 

9 蒼井優 1.8 8 木下｛憂希菜 1.9 9 蒼井優 2.1 6 三船美佳 2.7 

9 中島美嘉 1.8 8 べyキー 1.9 

9 椎名林檎 1.8 

9 木村カ工ラ 1.8 
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表9-2 憧れの男性有名人（タレント）

3地域合計 名古屋

順位 名 前 順位 名 前

水嶋ヒロ 3.9 木村拓哉 3.3 

2 小栗旬 3.2 2 小栗旬 2.8 

3 玉木宏 2.7 2 玉木宏 2.8 

4 オダギリジョー 2.3 4 4公山ケンイチ 2.3 

5 市原隼人 2.0 4 福山雅治 2.3 

5 上地雄輔 2”。 5 水嶋ヒ口 1.9 

7 赤西仁 1.8 5 上地雄輔 1.9 

8 瑛太 1.6 5 赤西仁 1.9 

8 松山ケンイチ 1.6 5 ATUSHI (EXILE) 1.9 

8 木村拓哉 1.6 5 山本裕典 1.9 

である。 3地域合計での男性有名人（タレント）

憧れl位は、水嶋ヒロ（3.9%）、第2位小栗句（3.2

%）、第3位玉木宏（2.7%）である。第4位オダ

ギリジョー（2.3%）と第5位市原隼人（2.0%）は、

京阪神と九州、｜ではTOPIOに入っているが、名古

屋で、は入っていない。以下上地雄輔（2.0%）、赤

西仁（1.8%）、瑛太、松山ケンイチ、木村拓也（1.6

%）である。木村拓也は、名古屋では3.3%で第

1 位である。

3地域において、憧れの有名人（タレント）女

性でTOPIOに入っているのは、宮崎あおい、

YOU、安室奈美恵の3名である。男性では水嶋ヒ

ロ、小栗旬、玉木宏、土地雄輔、赤西仁の5名で

あり、 TOPIOでの範囲においては女性に比べて

地域でのばらつきは少ないことが明らかとなっ

た。浜崎あゆみと安室奈美恵は、好きなミュージ

シャンでもあり、憧れの有名人（タレント）でも

ある。

3-4-4.よく行く商業施設

名古屋でよく行く商業施設第1位は、パルコ

59.2 % (126人）、第2位パッセ52.6%(112人）、

第3位丸栄50.7%(108人）である。丸栄は業態

としては百貨店であるが、戦略として渋谷109系

のブランドを積極的にテナントとして取り入れて

いる。第4位はイオンで19.2%(41人）であるが、

上位3施設と大きな差がある。

（単位 %） 

京阪神 九州

順位 名 ~lj 順位 名 目リ

水嶋ヒ口 5.9 1 水嶋ヒロ 3.9 

2 小栗旬 3.8 2 小栗旬 3.2 

3 オダギリジョー 3.3 3 玉木宏 2司7

4 玉木宏 2.9 4 オダギリジョー 2.3 

5 赤西仁 2.5 5 上地雄輔 2.0 

6 瑛太 2.1 5 市原隼人 2.0 

7 堂本間iJ 1.7 7 赤西仁 1.8 

7 妻夫木聡 1.7 8 瑛太 1.6 

9 上地雄輔 1.3 8 松山ケンイチ 1.6 

10 市原隼人 0.8 8 木村拓哉 1.6 

京阪神の第I位は、 OPA（心斎橋・三宮・河原町）

63.6 % (152人）で圧倒的に多い。第2位は

HEP46.4% (111人）、次いでMI024.7%(59人）、

EST24.3% (58人）である。

九州福岡では、ソラリアプラザ55.2%(32人）、

天神ピブレ46.6(27人）、天神コア43.1% (25人）

と上位3施設は平均化している。熊本では第1位

がパルコ68.1% (41名）で圧倒的に多い。以下

イオンモールクレア31.7%(lg名）、ゆめタウン

25.0% (15名）である。

いずれの地域においてもよく行く商業施設の業

態はファッションビルである。しかし、 3地域で

出店しているパルコは、名古屋と熊本ではそれぞ

れ68.3%(41人）、 59.2%(126人）と第l位であ

るが、京阪神では1.3%(3人）である。

4. 結語

ファッションを学んでいる女子学生の行動・意

識について、名古屋、京阪神、九州の各地域ごと

に調査、分析した結果下記のことが明らかとなっ

アこ。

(1）理想、のインテリア、音楽をよく聞き、好きな

ミュジシャン、女子きなファッションイメージ、

憧れのタレント（男性）、通信販売利用状況、

服のインターネット購入、よく行く商業施設が

ファッションピルなど、地域による差異は認め

られなかった。
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(2）経済的要因として、一か月のこづかいは、名

古屋、京阪神で約4万円、九州では約2万5千

円である。被服費として名古屋、京阪神で約半

額の2万円、九州では約1万円支出しており、

九州が名古屋、京阪神に比べて低いことが明ら

かである。

(3）ファッション情報源としては、ファッション

専門誌が64.2%と圧倒的に多い割合であり、大

きな影響力がある。ファッション雑誌購読で

は、名古屋はViVi，、 BLENDA、小悪魔agehaな

どギャル系ファッション志向が強い。京阪神、

九州とも、元祖赤文字系（ViVi）、ストリート

系（Ps、Zipper、Soup）、モード系（装苑）の

各志向のファッション雑誌が読まれ、九州では

高感度カジュアルファッションを提案してい

るヤングベーシック系non-noが第1位であり

地域差が認められた。このことに関連して、ギ

ャル系タレントの象徴である浜崎あゆみは名

古屋、京阪神では1位であるが、九州では

TOP IOに入っておらず、他のTOPIOの有名人

（タレント）についても定期購読雑誌と同じ傾

向が見られる。

また、九州では、服購入時の選択理由として

「ブランド」が名古屋、京阪神に比べ割合が低く、

「サイズ」は高い。最近の関心事では、「ファッ

ション」、「美容jで他2地域に比べ割合が低く、

「旅行jは高い。

(4）名古屋では、好きなヘアースタイルにおいて

「ボリュームのあるゴージャスなスタイル」が

他の2地域よりも割合が高く、かつて流行した

名古屋嬢スタイルの影響が残っていると思わ

れる。
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